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1 YbAsの比熱の測定か ら､反 強 磁 性 相で270mJ/K2という大 きなγ値が観測されて
いるく)[4]
2 YbN,YbP,YbAsは1K以下で反 強 磁 性 秩 序 を持つがこのときの磁気モ二 メン トが
結晶場の基底状態から期待 さ れ る 値 の 半分以下に縮んでいる｡[5],[6]
このヘ ビーフェル ミオン状態 の 原 因 と し て は次のようなp-fミキシングモデルが考え
ら れていた｡Yb-モノプニクタイ トは 半 金 属 で あ り､播磨 らによるバ ンド計算による
と ｢点にはpバ ンドのホールがあ りス ピ ン 軌 道 相 互 作用によってp-r8とp-r6に分裂 し
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